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＜連絡事項＞

・地上デジタル放送工事～1/10（火）～1/13（金）10:00～16:00に、庶務チーム立会いのもと実施予定となっています。

＜患者様連絡事項＞

・佐々木 淳様～排便－2日出ていない為、主治医へ情報提供しています。主治医より排便－3日センナリド2T（下剤）1×vds　1/9（月）～1/19（木）まで予測指示がでています。

・斉藤 仁和様～1/9（月）10:00～1/10（火）16:00まで、外泊予定となっています。また昨日、父様より病棟スタッフへ電話があり、今後外出泊の連絡については、本人からではなくスタッフから連絡して欲しいとの要望聞かれています。

主治医不在の為、川端Drより喘息、緊急時の予測指示1/9（月）～1/17（火）まで継続となっています。

・宮沢 啓様～1/11（水）に、心電図が実施予定となっています。本日奥様より電話があり、雪かきの際に腰を痛めた為、4日間程面会に来れないので、買い物カードを使って売店で買い物をして欲しいとの連絡ありました。本人様に事情を説明し、買い物カードを渡しています。

・木村 忠史様～呂Drの診察時に、FPGの値が高い為、次回採血時に糖尿病の検査としてFPG、HbA1cを追加するよう指示出ています。次回診察時に、主治医へ報告して下さい。

＜要注目患者様ケース検討＞

・川村 幸子様～1/8（日）準夜帯にて「下半身の血液がギュンギュン、グワッと逆流するんです」と話され、イライラ感訴えられています。予測指示のヒベルナ（25）1T（抗ヒスタミン剤）服用され、就寝されています。起床後は「ゆっくり休めました。すっきりしてます」と穏やかに話されています。リハビリテーションプログラムは積極的に取り組まれており、イライラ感の訴えありません。今後も日課、プログラムを通し現実検討を促がしていきましょう。またイライラ感の訴えがあった際は、傾聴を行っていきましょう。

・佐々木 淳様～昨日は気分高揚みられ、来詰しては早口で訴えスタッフが聞き取れないと口調強くなる事あります。本日は多弁さがあり、他者を呼び捨てにする事や、指示的口調みられていますが、スタッフ介入にて、他者とのトラブルはなく経過しています。引き続き言動に注意して、トラブルなく落ち着いて過ごせるように関わっていきましょう。

・赤石 陽介様～昨日は退院後の不安、恐怖感訴えられています。表情の暗さみられるも訴えを傾聴する事で、徐々に表情に明るさみられています。本日も退院後の不安感を訴えられ、スタッフが傾聴する事で落ち着き取り戻されています。退院を明日に控えている状況の為、不安感の訴えある際は傾聴していきましょう。

· 阿部　文香様～昨日母様との面会終了後に、ホールにて突然「うるせぇ」とペットボト　

ルを床に投げつける事あり、スタッフ介入要しています。本人様にペットボトルを投げた理由について尋ねると母様に椅子を勧めた曽我様がうるさく感じたと話されています。本日は自室の壁、カーペットにコーヒーを捨てる事あり、理由について尋ねると「入れすぎて、捨てちゃったんだよ」と話され、その後はイライラする様子もなく落ち着いて日課を過ごされています。今後も突発的行動に注意し、日課の取り組み状況の観察をしていきましょう。

＜田名部Dr診察＞

・川村 幸子様～前回と同内容にて、臨時薬が7日分処方されています。

イライラ・ソワソワ訴え時の予測指示1/10（火）～1/24（火）まで継続となっています。また頓服薬ヒベルナ(25)1T（抗ヒスタミン剤）1×7回分処方となっています。

・伊藤 義彦様～前回と同内容にて、臨時薬が9日分処方されています。次回から定期となります。

・赤石 陽介様～本日の診察時、本人様より昼食後薬を終止してほしいとの希望あり

1 リスペリドン（2）2T（精神神経用剤）、

リスペリドン（1）2 T（精神神経用剤）

アスパラK（300）2 T（無機質製剤）

タスモリン（1）2 T（抗パーキンソン剤）

レバミピド（100）2 T（消化性潰瘍用剤）

テオロング（200）2 T（気管支拡張剤）　　2×朝・夕後　

2 フルニトラゼパム（2）1T（睡眠鎮静剤）

ネルボン（10）1T（抗不安剤）

ファモチジン（20）1T（消化性潰瘍用剤）

ランソプラゾール（15）1T（消化性潰瘍用剤）

センナリド1T（下剤）

エスタゾラム（2）1T（抗不安剤）　　　1×vsd

に服薬内容変更し、退院時処方となっています。

＜作業報告＞

・佐々木 淳様～作業中も他者への話し掛け多くみられ、行動を自制出来ずにいる為、今後

も継続して他者とのトラブルとならないよう様子観察していきます。

・宮沢 啓様～1/4（水）から作業療法を開始し108ピースのパズルに取り組まれています。人が多いと疲れると顔を顰め話されている為、30分間パズルを作業室で行い、その後は自室にて取り組むよう本人様と話し合っています。徐々に作業室にて作業に取り組める事が出来るよう調整を行っていきます。

※赤石　陽介様の退院療養検討会実施しています。

